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1925〜 日本の証券取引の黎明期を支える

1925 • 株式会社大阪野村銀行の証券部を分離して
野村證券株式会社設立

新設会社の大量公募で 
復興の第一歩へ
1925年に設立した野村證券は、第二次世界大戦
の後、日本の証券取引をリードする存在へと発展
しました。きっかけは、1947年から48年にかけ
て配電会社（現電力会社）や銀行、繊維会社が公募
増資により資金調達を図った際、引受、販売に尽力
したことです。日本の戦後復興の第一歩への貢献
とともに、現在の地位の足掛かりとなりました。

1927 • ニューヨーク出張所開設

1949 • 東京証券取引所正会員となる

1953 • 日本橋野村ビルに本社移転

1959 • 野村證券投資信託委託株式会社を設立

1960〜 日本の高度成長期を資金調達でサポート

1961 • 野村證券株式を東京証券取引所・
大阪証券取引所・名古屋証券取引所に上場

日本と海外の双方向で
資本の動きが活発化
海外投資家による日本企業の株式出資が徐々に緩
和されたのに加え、日本企業による海外での証券
発行が活発化しました。日本国内でも、外国株の
組み入れに重点を置く国際投信が増加し、また、
個人投資家が海外の証券を購入する道も開かれま
した。野村グループは、お客様のニーズに応えるべ
く海外拠点を次々と設立し、今日に至るグローバ
ルなビジネス基盤の礎を築いてまいりました。

1967 • 野村国際（香港）有限公司を設立

1969 • 米国現地法人ノムラ・セキュリティーズ・
インターナショナルInc.（NSI）を設立

1972 • 欧州初の現地法人ノムラ・ヨーロッパN.V.を
オランダに設立

1980〜 金融ビッグバンに対応した商品・サービスを提供

1980 • 「中期国債ファンド」募集開始 金融の総合ビジネス化へ
野村投資顧問や、野村信託銀行を設立するなど、
総合金融サービス企業へと展開が進みました。金
融ビッグバンに対応した商品・サービスの提供を
実現しました。また海外現地法人の設立も進み、
日本企業のグローバル展開にも貢献しました。当
グループは金融をめぐる多様なニーズにいち早く
応えてまいりました。

1981 • 野村投資顧問株式会社を設立

• 英国に現地法人ノムラ・インターナショナル
LIMITED（NIL）を設立

1993 • 野村信託銀行株式会社設立

1997 • 野村證券投資信託委託と野村投資顧問が合併し、
野村アセット・マネジメント投信株式会社
（現野村アセットマネジメント株式会社）設立

2000〜 多様化する顧客ニーズに応じたソリューションの提供

2001 • 持株会社体制への移行にともない、野村ホールディングス
株式会社と野村證券株式会社に機能を分割

グローバルな競争力の強化と 
ビジネス運営体制の向上
1990年代後半の「日本版ビッグバン」により、規制
緩和が進み、貯蓄から投資への流れが再び期待さ
れるようになりました。顧客ニーズに応えていくた
めにはグローバルな競争力を強化することが不可
欠であると判断し、2001年に持株会社体制へ移
行し、ビジネス部門ごとの整合性を重視する体制と
しました。これからも部門間・地域間で連携しつつ、
最良なソリューション提供に努めてまいります。

• 野村ホールディングス株式をニューヨーク証券取引所に上場

2008 • リーマン・ブラザーズのアジア・パシフィックならびに
欧州・中東地域部門の雇用などを承継

2009 • 野村ホールディングスが2回の公募増資を実施

2016 • アセット・マネジメント・ビジネスにおける、アメリカン・
センチュリー・インベストメンツ社との戦略的提携

沿革

“社会の要請に応え続けた90年”

第三者保証

「アジアに立脚したグローバル金融サービス・グループ」としての地位確立へ
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